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1．はじめに 

重交通路線の都市内高速道路などの鋼床版橋におい

て，多数の疲労亀裂が発生しており，その疲労損傷対

策の確立が急務である．本研究では一般的に疲労損傷

対策として適用されている当板法および SH 法(ストッ

プホール法)に対する局部応力性状の把握を目的とし

て，実物大鋼床版モデルの試験体を用いて静的載荷を

行った．その試験結果について報告する． 

2．実験方法 

(1) 鋼床版試験体 

実際の鋼床版橋における局部応力性状を再現するた

め，写真 1 に示す実物大試験体を用いて静的載荷試験

を行った．静的載荷試験には 1000ｋN加振機を用いて，

載荷荷重は 50kNとした．疲労損傷対策法として，亀裂

進展防止に用いられる SH 法と当板法を試験体に適用

した． 

(2) 応力測定箇所 

図 1 に応力測定箇所の 5 ライン(A0，A1，C，B1，

D)を示す．ひずみゲージはストップホール周辺には 3

軸ゲージ(A0 ライン)．当板による局部応力の変化には

単軸ゲージと 5 連ゲージ(A1，C，B1，D ライン)を用

いて測定を行った． 

(3) 実験パラメータ 

表 1 に実験パラメータを示す．デッキプレート・ト

ラフリブ間の溶接止端と当板エッジとの距離 d を 3 ケ

ース(7mm,30mm,65mm)，当板の板厚 t を 4ケース(当板

なし,6mm,12mm,22mm)，の計 12ケースとした． 

(4) 載荷ケース 

大型トラック等の前輪・後輪の影響を再現するため，

図 2に示す 3ケースで静的載荷試験を行った． 
載荷荷重は，前輪のシングルタイヤを想定した S載荷，

後輪のダブルタイヤを想定した R載荷・M載荷にて載

荷を行った． 
 

1000kNサーボ・ジャッキ

2.49m                                                               

0.85m

3.75m

SH

当板

琉球大学 地域共同センター

Load 50kNLoad 50kN

リブ1 リブ2 リブ3

当板補強法＋SH法

 
写真 1 鋼床版試験体 

d

150

255
64

※ t t : 当板厚さ
dd : リブ溶接止端部から
当板までの距離 単位単位:: mmmm

A1 C B1 D
A0

32 32 52

3軸ゲージ

5連ゲージ

単軸ゲージ

ひずみゲージ

t
 

図 1 応力測定箇所 
表 1 実験パラメータ 単位：mm 
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3．実験結果 

 (1) 各載荷ケースによる局部応力分布 

図 3 に各載荷ケースにおけるリブ面の局部応力分布

を示す．ここで，横軸は A１ラインでの 5 連ゲージの

値を示す．図より，S載荷での応力値が最も大きいこと

がわかる．このことから以降の考察を S載荷にて行う． 
(2) 各計測ラインでの局部応力分布 

図 4 に各計測ラインにおけるリブ側溶接止端から

3mm離れた位置での応力分布を示す．ここで，3mm位

置はHSS評価で用いられる 0.4tの位置である1)．図より，

D→B1→C→A1 点の方向に対してSHに向かうにつ

れて線形的に応力が増加しているが，A0点において

SHによる影響により応力の増加が著しくなってい

る．これより，当板による影響をA1 ライン，SHに

よる影響をA0ラインで評価する． 
(3) 当板による影響 
図 5に当板厚さ t ，および当板設置位置 d におけ

る応力分布を示す．図より，当板設置の影響によ 
り応力は増加する．しかし，板厚変化の影響はあ

まりみられなかった．また，当板の設置位置が溶

接止端部に近づくに従って局部応力が増加する傾

向を示した． 
(4) SHによる影響 
図 6 に A0 ラインにおける当板設置位置ごとの

最大・最小主応力を示す．図より，当板の設置位

置が溶接止端部に近づくに従って主応力も増加す

る傾向を示した． 
図 7は A0ラインにおける当板厚さごとの最大・最小

主応力を示す．図より，SH 近傍の主応力については，

当板の板厚変化による影響がみられ，板厚が薄いほど

最大主応力は増加する傾向を示した． 
4．まとめ 

疲労損傷対策として，当板および SH適用後の局部応

力特性について，静的載荷試験により評価した．試験

結果より，当板はデッキ・トラフリブ間の溶接止端部

からなるべく離れた位置に適用し，板厚は薄くしない

ことが疲労対策上効果的と考えられる．今後、既に実

施した疲労試験のデータを検証するとともに，FEM解
析により解析データと実験データの照合を実施する予

定である．尚，本研究は，社団法人日本鋼構造協会平

成 19年鋼構造研究助成により実施したものである． 
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図 3 各載荷ケースの局部応力分布図 

図 4 各断面の溶接止端部から 3mm離れた位置での応力分布 
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図 5 トラフリブ方向-局部応力分布図 (右：当板厚さの影響 

左：当板設置位置の影響) 

 

 

 

 

 

図 6 最大・最小主応力 (当板設置位置の影響) 
 
 
 
 
 

図 7 最大・最小主応力 (当板厚さの影響) 

welded joints and components, IIW documente XIII-1965-03/XV-1127-03, International Institute of Welding,2003 
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